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研究成果の概要（和文）：南極大陸では湖沼群の存在が確認され、湖沼群はその成立条件により、湖沼ごとに地
球上で最も多様性にとんだ生態系を構築していると報告されている。さらに、南極では地球温暖化が陸よりも水
域にて深刻であると問題視されている。本研究では昭和オアシスの露岩域に存在する部分循環湖のぬるめ池に
て、底生動物群集の池の水深に対する鉛直分布を解析し、さらに、湖内の環境と動物群集の構成機構を分析し
た。計画では、現地に赴き池内の底生動物群集の温度耐性実験をおこなう予定であったが、申請者の出産と気候
により、現地に赴くことが出来なかった。そこで、池の底生環境を詳しく調べるため、走査電子顕微鏡を用いて
堆積物中の観察をおこなった。

研究成果の概要（英文）：In Antarctica, many lakes were distributed and it possesses diverse 
environment. This study examined relationships between abundances of meio-fauna communities and 
eight environmental factors at five stations in Lake Nurume-Ike in 2008. Furthermore, in 2012, 
vertical distributions of nematode assemblages within sediment were obtained at five stations. The 
2008 results showed a lower abundance of copepods and nematodes at mid-depth. Nematode assemblages 
consisted of three genera: Chromadora, Microlaimus and Anticoma. Their abundances showed distinctive
 pattern for lake depth. Among eight environmental factors, copepod abundances negatively correlated
 with oxygen redox potential and turbidity. In 2012, nematode assemblages were observed at two 
sampling points. These indicated high density in the upper sediment layers. Present results show 
changes to community composition of meio-fauna with lake depth due to each specific response to the 
changeable environments of meromictic lakes.

研究分野： 生態学
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１．研究開始当初の背景
南極では

のない露岩域
存在している
養湖であると考え
より、淡水湖、塩湖、氷内湖、氷底湖、部分
循環湖等、様々な環境を示し、地球上でもっ
とも湖内環境の多様性が高いと考えられて
いる。これらの南極湖沼の環境の特徴は、年
変動が高いことである。冬では凍った湖面よ
り水中の生産者は低い活性を示すが、夏では
氷の解凍にて、生産者の活性は高くなり、生
物にとって過酷な環境である。また、上記以
外の年変動以外では、湖内の水生植物群落の
年齢が高いため、環境は安定していると考え
られる。南極湖沼の生態系は陸上からの有機
物の流入が極めて少ないため、陸上で形成さ
れた淡水湖や氷で閉ざされ
性が低いと考えられている。一方、海起源や
海から定期的・一時的な海水の流入のある湖
沼では富栄養化もみられる。特に
藻類マット上には多くの動物が生息すると
考えられている
環境をもった湖沼群も、現在、温暖化に直面
しており、湖内の水温上昇は陸上よりも高い
ため、生態系に与える影響が問題視されてい
る（Laybourn
日本の昭和基地は南極大陸の東側に位置

しており、基地周辺部の
から塔のような
集合や底生藻類などの
べられている。
線虫類、クマムシなどのメイオベントスや従
属栄養細菌の存在が遺伝子解析により確認
されている。一方で、メイオベントスの研究
は稀であり、
るめ池のソコミジンコの鉛直分布だけであ
る。ぬるめ池は海洋から一時的に海水が流入
される湖であり、
コミジンコ以外にも自由生活性の線虫が高
密度で生息することが確認された。従来、動
物の分布が確認された湖沼にて、水深と底質
の違いに
はない
要因との関係を検討した。
２．研究の目的
そこで、本研究では

データにて、ソコミジンコと線虫類の水深に
対する密度と湖内環境との関係を分析した。
さらに、湖底でのソコミジンコと線虫の分布
を調べるため、第
の 2012
集された、湖底の堆積物を
調べた。
３．研
 本研究は東南極に位置するラングフォブ
デ地区のぬるめ池（
度 39
大陸の隆起が起源となって作られたと考え
られている。塩湖に属するが部分循環湖であ
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変動が高いことである。冬では凍った湖面よ
り水中の生産者は低い活性を示すが、夏では
氷の解凍にて、生産者の活性は高くなり、生
物にとって過酷な環境である。また、上記以
外の年変動以外では、湖内の水生植物群落の
年齢が高いため、環境は安定していると考え
られる。南極湖沼の生態系は陸上からの有機
物の流入が極めて少ないため、陸上で形成さ
れた淡水湖や氷で閉ざされ
性が低いと考えられている。一方、海起源や
海から定期的・一時的な海水の流入のある湖
沼では富栄養化もみられる。特に
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日本の昭和基地は南極大陸の東側に位置

しており、基地周辺部の
から塔のような300
集合や底生藻類などの
べられている。この
線虫類、クマムシなどのメイオベントスや従
属栄養細菌の存在が遺伝子解析により確認
されている。一方で、メイオベントスの研究
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コミジンコ以外にも自由生活性の線虫が高
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物の分布が確認された湖沼にて、水深と底質
の違いによる動物分布を明らかにした研究
はない。さらに本研究では、動物群集と環境
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り水中の生産者は低い活性を示すが、夏では
氷の解凍にて、生産者の活性は高くなり、生
物にとって過酷な環境である。また、上記以
外の年変動以外では、湖内の水生植物群落の
年齢が高いため、環境は安定していると考え
られる。南極湖沼の生態系は陸上からの有機
物の流入が極めて少ないため、陸上で形成さ
れた淡水湖や氷で閉ざされた湖沼では生産
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海から定期的・一時的な海水の流入のある湖
沼では富栄養化もみられる。特に
藻類マット上には多くの動物が生息すると

。このような、独自の多様な
環境をもった湖沼群も、現在、温暖化に直面
しており、湖内の水温上昇は陸上よりも高い
ため、生態系に与える影響が問題視されてい

Parry and Wadham 2014
日本の昭和基地は南極大陸の東側に位置

しており、基地周辺部のオアシスでは、湖底
300年以上形成され

集合や底生藻類などの多様な
このコケ坊主には、ワムシ、

線虫類、クマムシなどのメイオベントスや従
属栄養細菌の存在が遺伝子解析により確認
されている。一方で、メイオベントスの研究

Kudoh et.al（2008
るめ池のソコミジンコの鉛直分布だけであ
る。ぬるめ池は海洋から一時的に海水が流入
される湖であり、2008 年のサンプルから、ソ
コミジンコ以外にも自由生活性の線虫が高
密度で生息することが確認された。従来、動
物の分布が確認された湖沼にて、水深と底質

物分布を明らかにした研究
さらに本研究では、動物群集と環境

要因との関係を検討した。 
 

そこで、本研究では採集されたぬるめ池
データにて、ソコミジンコと線虫類の水深に
対する密度と湖内環境との関係を分析した。
さらに、湖底でのソコミジンコと線虫の分布
を調べるため、第 54 次日本南極地域観測隊

24日にコアサンプラーにて採
集された、湖底の堆積物を動物の生息密度を

 
本研究は東南極に位置するラングフォブ

デ地区のぬるめ池（南緯 69 度
）である。本湖は最終氷期から南極

大陸の隆起が起源となって作られたと考え
られている。塩湖に属するが部分循環湖であ

Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９

および内陸の雪
等の限られた地域に湖沼群が
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た湖沼では生産
性が低いと考えられている。一方、海起源や
海から定期的・一時的な海水の流入のある湖
沼では富栄養化もみられる。特に、コケ類や
藻類マット上には多くの動物が生息すると

。このような、独自の多様な
環境をもった湖沼群も、現在、温暖化に直面
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構成されることから、多様性は低い。また円
心目に対して羽状目は、水深が深くなるに伴
い密度が低くなる傾向であるので、浮遊性の
円心目に対し、羽状目は底生性でメイオファ
ウナたちの餌資源として利用されている可
能性がある。
これらの結果より、ぬるめ池は陸上起源の

湖沼ではあるが、海水が流れ込むこと
塩 湖 に 属 す る 部 分 循 環 湖 で あ る
（Laybourn
中の海産の動植物が移入した際、一部が湖内
の環境苛酷な環境に対して生き残ったと考
えられる。ぬるめ池の塩分は、水深
淡水と同じで、
以深にて高塩分の層を形成しており、高塩分
の水塊は循環せず
循環する。また、高塩分では、貧酸素または、

無酸素状態になる。ぬるめ池の動物は、この

海水と同じ塩分層に分布するため、海起源で
あると考えられる
べ、ぬるめ池の線虫群および珪藻類は少ない
種数で構成さ
な環境に適応した種のみが生き残る
られる。ぬるめ池の流出口は海につながって
いるため（海抜
よって海洋の有機物が流入しやすいと考え
られることより、湖内では海洋から流入した
有機物による富栄養化が進んでいるのかも
しれない。本研究では湖底の高塩分の層直前
にソコミジンコと線虫が多く出現した。これ
は、部分循環湖では時折みられる例であり、
まず、躍層となっているため物理的に動物が
溜まった可能性と、この層には化
ある
ンクトンの生産が高まり、それを餌資源とす
る動物も集まった可能性がある。
ぬるめ池は昭和オアシスの中でも形成プ

ロセスが特異的であり、部分循環湖であるた
め湖内の動物分布域が限られるが、現在、昭
和オアシスの中で湖沼と比べ、豊かな動物群
を内包する湖である。ぬるめ池の動物群集は、
一見定着しにくい条件であっても、動物群集
が構築される例として、重要な資料を提供す
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ンクトンの生産が高まり、それを餌資源とす
る動物も集まった可能性がある。
ぬるめ池は昭和オアシスの中でも形成プ

ロセスが特異的であり、部分循環湖であるた
め湖内の動物分布域が限られるが、現在、昭
和オアシスの中で湖沼と比べ、豊かな動物群
を内包する湖である。ぬるめ池の動物群集は、
一見定着しにくい条件であっても、動物群集
が構築される例として、重要な資料を提供す

ぬるめ池の塩分に注目した
と動物の定着における

構成されることから、多様性は低い。また円
心目に対して羽状目は、水深が深くなるに伴
い密度が低くなる傾向であるので、浮遊性の
円心目に対し、羽状目は底生性でメイオファ
ウナたちの餌資源として利用されている可

これらの結果より、ぬるめ池は陸上起源の
湖沼ではあるが、海水が流れ込むことにより
塩 湖 に 属 す る 部 分 循 環 湖 で あ る
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られることより、湖内では海洋から流入した
有機物による富栄養化が進んでいるのかも
しれない。本研究では湖底の高塩分の層直前
にソコミジンコと線虫が多く出現した。これ
は、部分循環湖では時折みられる例であり、
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ると考えられる。 
さらに南極大陸では温暖化の影響も報告

されており、比較的形成時期が若く、規模の
小さい多数の湖沼からなる南極湖沼群は、温
暖化により水温上昇が起こりやすく、微妙な
バランスで構築されていた生態系を破壊し
やすい。このような、湖沼で湖内環境とメイ
オファウナの成立や構築プロセスを分析す
る事は、今後問題が起こった後の、極地の保
全管理に対して有用な情報を与えると考え
られる。 
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